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今月の表紙

TOPIC

ひまわりを漢字で書くと向
日葵となります。
ひまわりの花が蕾の時に太
陽の方向に向くことが知ら
れていますが、葵の花もま
た向日性を持っているため、
日を向く葵ということで、
「向日葵」という漢字が使
われています。
ひまわりの種は食用で販売
されていますが、公園等の
観賞用は農薬が使われてい
る可能性がありますので、
ご注意を。

★食と農をつなぐ朝丼コンテスト2026
★「みのりボイス」参加者募集中
★現場だより～保育士からぶどう農家へ～木津川市：道野大輝さん

～いちじくで新規就農～木津川市：名村千尋さん
★京都府農業の現状（グラフでみる2025センサス） 
★～最近の各種統計情報の主な公表について～
★近畿農政局京都府拠点からのお知らせ
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「みのりボイス」参加者募集中

レシピ募集期間：令和8年5月29日(金曜日）
～10月30日(金曜日)17時まで                            

応募対象者：学生(高校生、大学生、短大生、
専門学校生など)2名で構成するチーム
(近畿農政局管外からの応募も可能)

募集する料理 : 丼もの(必須)および1品料理(任 
 意、いずれも未発表の料理)。
丼ものまたは1品料理のいずれか

 (または両方) において1つ以上、近畿
産の農産物を用いてガスコンロ (グリルを
含む)を使用する料理とします。

表彰 : 厳正なる審査において賞を決定の上、表
彰します。

朝食を欠食しがちな「若い世代」の中心的な存在
となる学生(高校生、大学生など)が、「食」や「近
畿産の農産物等」に少しでも興味を持ち、簡単で
栄養価の高い朝食をつくることにより、朝食の欠食
率低下につなげるとともに、ガス火を使った効率的な
料理について学ぶ機会を提供することを目的に、
「食と農をつなぐ朝丼コンテスト2026」を開催します。

募集中

京都あぐり便り

２

詳しくはこちら→

生産者・農業関係者の方々へ

各地域の生産者・農業関係者の方々から、気象・
病虫害・生育状況等の情報をリアルタイムに収集し、
調査結果を取りまとめる際の参考とするとともに、生
産現場における情報共有を促進します。

参加方法はこちら→
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現場だより

京都あぐり便り

３

              保育士からぶどう農家へ
                          ～ イロドリブドウ 道野 大輝さん（木津川市）～

京都府木津川市でぶどうを栽培し、直売所「イロドリブドウ」で販売する
道野 大輝さんにお話を伺いました。（取材：令和8年7月）

道野 大輝さんご夫妻

保育士からぶどう農家へ

道野さんは元保育士で、農業に興味を持ったの
は保育園での野菜栽培がきっかけでした。
結婚して妻の祖母のところに行った時に、とな
りの直売所のぶどうが美味しくて、その農家さ
んを師匠としてぶどう農家へ転身。高齢となっ
た師匠のぶどうハウスの一部を引き継ぎ、現在
は約4反（40a）でぶどうを栽培するほか、近隣
農家から土地を借り、約1反（10a）で野菜を栽
培されています。

続きはこちらからご覧ください →
近畿農政局webサイト

京都府拠点フォトレポート

いちじくで新規就農
 ～多品種のいちじくを栽培 名村 千尋さん（木津川市）～

木津川市でいちじくを栽培する名村 千尋さんにお話を伺いました。
名村さんは宇治市にあるスモールファーマーズカレッジ（社会人向けの週末型有機
農学校）で農業を学ばれ、いちご農園で働いた後、2年前にいちじく農家として独立
されました。（取材：令和8年8月）

農業の魅力は自然の中で働けること

農業の魅力は自然の中で働けること。夏の暑さ
や冬の寒さといった厳しさはありますが、それ
以上に、自然豊かな屋外の環境で働けること、
また、生産から販売までを全て自分の裁量で決
め、自由な方法を選べることに魅力を感じてい
るとのことです。
間もなく初めての収穫を迎え、近隣の直売所な
どで販売を予定されています。

続きはこちらからご覧ください →
近畿農政局webサイト

京都府拠点フォトレポート
名村千尋さん
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https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html「統計情報」農林水産省ウェブサイト

〇8月18日 令和8年産一番茶の摘採面積、生葉収穫量及び荒茶生産量（主産県）

〇8月18日 令和6年産花木等生産状況調査結果

〇8月  7日 令和7年度食料需給表（概算）

〇8月  7日 水産物流通調査 令和7年水産加工統計調査結果

〇8月  7日 令和7年産キウイフルーツの栽培面積、結果樹面積、収穫量及び出荷量

〇8月  7日 令和7年度国産水産物の消費拡大及び水産エコラベル認証に関する意識・意向調査結果

〇7月31日 農業物価統計調査 令和７年農業物価指数（令和２年基準）

〇7月28日 令和7年漁業構造動態調査結果（令和7年11月1日現在）

〇7月28日 畜産統計（令和8年2月1日現在）

〇7月28日 令和8年産水稲の西南暖地における早期栽培等の10a当たり収量の前年比見込み及び平均比見込み

 （7月15日現在）

〇7月27日 令和7年 生産者の米穀在庫等調査結果

〇7月24日 令和6年市町村別農業産出額（推計）

 （農林業センサス結果等を活用した市町村別農業産出額の推計結果）

お問合せ先：近畿農政局京都府拠点

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町 TEL：075-414-9015
https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html

～最近の各種統計情報の主な公表について～

京都あぐり便り

京都府農業の現状（グラフでみる2025センサス）

近畿農政局京都府拠点では、メールマガジンを発行し、プレスリリース等の公表、農林水産施策の
紹介等を行います。どなたでもご利用いただけますので、ぜひご登録ください。

https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/mailmagakyoto.html
【ウェブサイトアドレス】

近畿農政局京都府拠点からのお知らせ

京都府における農産物販売金額規模別農業経営体数の増減率をみると、５年前に比べ3,000 万円以上の階層で農業経営体数
が増加しました。
また農産物販売金額１位の部門別に農業経営体数の構成割合をみると、稲作が70.6％、果樹類が3.3％でそれぞれ５年前に

比べ0.5ポイント、0.4ポイント上昇しました。一方、露地野菜、施設野菜、工芸作物がそれぞれ５年前に比べ1.0ポイント、
0.3ポイント、0.8ポイント下降しました。

https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html
https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html
https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/mailmagakyoto.html
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